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２１世紀の一次エネルギー

１．化石資源の高高度利用、ＣＯ２削減、貯留

２．二次エネルギーへの転換効率の向上

３．化石資源から再生可能エネルギーへの変遷

コスト・プライスの重視

インフラストラクチャーの負担の見積もり

エネルギー変遷のためのコスト充当

バイオマス 石炭

石油
石炭
天然ガス
原子力

太陽
バイオマス
原子力

２１世紀

推移
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二次エネルギーの選択

電気、液体炭化水素（ガソリン、ジーゼル）

気体炭化水素、水素、熱

効率、利便性、生産設備、生産コスト、

社会インフラストラクチャー、二重投資の回避

自動車用、家庭用の二次エネルギー、現在電気へシフト
究極の二次エネルギーか？
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世界のエネルギー消費、生産の予想
ＣＯ２排出削減のシナリオ

巨大人口国の経済成長

エネルギーの大消費へ

アジア諸国の成長

エネルギーと環境の重要性

日本の国益と役割
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 世界の一次エネルギー需要見通し（Mtoe)
1980 2000 2006 2015 2030

年平均増加率
2006-30

石炭 1788 2295 3053 4023 4908 2.0%
　　（米国） 551 580 633 0.6%

　　（中国） 1214 1898 2441 4.0%

　　（インド） 223 315 579 6.0%

石油 3107 3649 4029 4525 5109 1.0%
ガス 1235 2088 2407 2903 3670 1.8%
原子力 186 675 728 817 901 0.9%
水力 148 225 261 321 414 1.9%
バイオマス 748 1045 1186 1375 1662 1.4%
他の再生可能エネルギー 12 55 66 158 350 7.2%
合計 7223 10034 11730 14121 17014 1.6%

約45％増加

Outlook of Global Demand for Primary Energy
Annual average increase rate
2006-30

Approx. 45%
increase

(US)
(China)
(India)

Coal

Petroleum Oil
Gas
Nuclear Power
Hydraulic Power
Biomass
Other Renewables
Total

Three countries - U.S., China, and 
India - account for 75% in 2030

Outlook of Total Production of Energy Sources
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Global Future Energy Supply Scenarios
Baseline Scenario (or Reference Scenario)

Source : IEA’s WEO 2007(2015&2030) and Energy Technology Perspectives 2008 (2050)
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Accelerated Technology Scenario (ACT)

Source : Energy Technology Perspectives 2008 (IEA)  “Scenarios & Strategies to 2050”
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Per Capita Electricity Consumption in Major Countries 
(2006)

Source
ENERGY BALANCES OF OECD COUNTRIES 2008 Edition
ENERGY BALANCES OF NON-OECD COUNTRIES 2008 Edition 
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日経新聞 (2009/8/5)
中国、再生エネルギー13倍 太陽光や風力、

2020年目標
【北京＝多部田俊輔】

中国政府は地球温暖化対策を強化する。2020年末ま
でに太陽光など再生可能エネルギーの発電能力を08
年末の13倍に引き上げ、総発電能力に占める比率を
08年末の1.9％から12.5％に高める方向で検討を始め
た。欧米並みの再生可能エネルギーの発電比率を目指

し、新興国としても温暖化対策を進める姿勢を強調。ポ

スト京都議定書の枠組みを話し合う国際交渉で発言権

確保を狙う。

国家エネルギー局が年末をめどに、再生可能エネル

ギーの発電能力の目標数値を決める。風力、太陽光、

バイオマスを主な再生可能エネルギーと位置づけてお

り、20年末に合計発電能力を２億キロワットまで高める
方向で検討している。
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